
　毎年9月は「新世代のための月間」となっています。1910年以
来、RI理事会、RI国際大会、RI規定審議会における決定が集め
られた中で、現在も有効とされているものを集めたものに、ロー
タリー章典があります。ロータリー章典の中に地区RIプログラ
ム委員会があり、プログラムに参加するロータリー・クラブが具
体的な支援と指導を行うものとして、インターアクト、ローターア
クト、ロータリー指導者養成プログラムなどがあります。イン
ターアクトクラブは、学校や地域社会での課題に取り組むため
に結束する12-18歳の青少年のためのクラブであり、ローターア
クトクラブは、18-30歳の大学生および若い成人のためのクラブ
であり､そして、ロータリー青少年指導者養成プラグラム
（RYLA）は、クラブ、地区、多地区合同で組織されるリーダー
シップ養成プログラムです。
　国際ロータリーでは、創設百周年を経過したころから、リー
ダーシップが盛んに言われるようになりました。ロータリーの先
進国では、会員数が減少に転じ、途上国の会員増加で、辛うじて
会員数を維持していることから、危機感を覚えました。第二次
世界大戦後の世界を眺めたとき、次代を担う若者の新たな考え
に対する期待感が一段と強くなりました。RIが提唱したCLP、

DLP、RYLAなどにはリーダーシップなる言葉が入っています。
（本年度サンディエゴで開催された国際協議会会場入り口に
は、“Enter to learn, go forth to serve”のスローガンに代わり、
“Join leaders, exchange ideas, take action”のスローガンが掲
げられていました。
　私なりにリーダーシップについて考えてみました。リーダー
シップの語源はリーダーであります。リーダーの条件は、話すこ
と、書くこと、学ぶこと、法令を順守すること、行動すること、危
機管理能力を備え説得力を持つことなどであると思います。
　話すことは、ゆっくり、はっきり、会場の大きさを考えて、自分の
声を、自分の耳で確かめながら話して下さい。世界で活躍するた
めには、外国語も必要になります。書くことは、自分が考えている
ことを、たくさんの人に伝える手段として必要です。話しているこ
とを、そのまま文章にすれば良いわけですから、パソコンのワー
ドで訓練すれば、可能と思います。学ぶことは、非常に大切です。
　総てのことに興味を持ち、挑戦することと思います。何事も経
験すれば、身につくものと思います。法令順守は、指導者にとり
まして、最重要課題だと思います。世の中での評価が高くなるほ
ど、失敗は広く報道されます。行動することは、これから生きて
いく中で、常に考える必要があります。失敗を恐れず挑戦するこ
とです。部下が失敗しても、とがめないことが肝要です。ただ、
注意しなければならないことは、乗るか反るかの冒険は避ける
べきです。そのために、倒産するようなことは避けるべきです。
国内は激動の時期ですが、海外でも同じです。地球全体が大き
く揺れているようです。我が国では、古来美徳とされているおも
てなし、譲り合い、助けあいの心と、高い技術力によって、世界に
貢献する時代が到来するものと確信しています。若い人達が、自
信を持って世界で羽ばたく日の到来を楽しみにしています。
　クラーク博士の言葉“Boys, be ambitious”をはなむけと
します。
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　9月は「青少年のための月間」です。以前報告しましたが、
私が昨年（2013年）の4月に参加したシカゴでの規定審議会に
おいて、新世代奉仕の名称が、青少年奉仕へと元に戻りました。
　手続要覧には、各ロータリアンの責務として、年齢30歳ま
での若い人すべてを含む青少年の多様なニーズを認識しつ
つ、より良き未来をもたらすために、青少年の生活力を高める
ことによって、青少年に将来への準備をさせる事とあります。
　我が第2710地区においては、RI常設のプログラムのイン
ターアクト、RYLAは積極的に展開されていますが、ロー
ターアクト、青少年交換については、時代背景もあってか衰
退傾向にあります。これらの現実を直視し、問題解決の為
の議論は否めないと思いますが…。
　さて、萩ロータリークラブが行っている青少年奉仕活動
の「どんぐりの森造り」運動を紹介させて頂きます。現在、水、
空気、土、食物等の生命にとって最も大切なものの「安全」
が危惧されています。今世紀のメインテーマは「環境」です。
地球環境問題を追究していくと、次代を担う子供達の「教
育」にたどりつきます。この事業は、青少年に地球環境問題

　本年度第1回の諮問委員会が、2014年7月13日（日）林 孝
介パストガバナーから沖田哲義直前ガバナー、金子克也ガ
バナー、東 良輝ガバナーエレクト、田原榮一ガバナーノミ
ニーが出席され、ホテルグランヴィア広島で、金子ガバナー
の司会で開催されました。
　まず、沖田直前ガバナーから2013-14年度の報告がされま
した。
1.会員の動向につきましては、83名増で、5月末現在、3,304
名、出席率90.37％でした。
2.ロータリー財団の寄付状況につきましては、年次基金
等合計547,961.76ドルでした。
3.米山記念奨学会の寄付状況につきましては、普通寄付、
特別寄付合計1,517,432千円でした。
4.各種表彰につきましては、団体表彰と個人表彰が発表
されました。
5.今年度の決算見込みにつきましては、9,197千円の黒字
となり、危機管理基金を除いて、45,076千円の期末残高
となる見込みです。
6.国際ロータリー第105回年次大会（シドニー）は、2014

　国際ロータリー第2710地区の第38回インターアクト地区
大会を、7月26日（土）から27日（日）に 於いて、広島市西区
商工センター内 広島サンプラザを会場として、担当校 鈴峯
女子高等学校インターアクトクラブ（広島市 西村 正美校長）、
スポンサークラブは広島西RC （森信 秀樹会長）とし、テーマ
は｢インターアクトの原点とは｣と題して開催されました。
　インターアクトの目的は “地域・学校への奉仕と国際奉仕”
の基に12歳から18歳の若い世代（中・高校生の世代）が活動
し、これをサポートするのが ロータリアンの青少年の奉仕と
言われています。地区内のインターアクトクラブは19クラブ
あり、総勢は400名を超えるメンバーがおります。今回参加
して頂いたのは、17クラブ・112名のメンバー・顧問教師25
名・スポンサークラブより24名と地区関係者と広島西RCの
サポート会員を含めて約180名が、地区大会に参加しました。
　開会式セレモニーでの、金子ガバナーの挨拶、“インター
アクト8つの目標”の中で ①指導者としての重要な事 自分

や生
いの ち

命の大切さについて共に考え体験することを目的とし
て始まりました。どんぐりの木の成長の喜び、各世代間交
流の素晴らしさ、鳥獣、海の魚すべての命の大切さ、大自然
の循環等を体験することにより豊かな人間性が育まれると
思います。約10年間で3,000本程度を植樹しています。ロー
タリアンの一人として当事業が市内小学生の総合学習の一
環として長年続いていることを嬉しく思います。
　おわりに、とかく不透明な時代といわれる中で、私は、今
こそ希望がもてる新しい時代がやって来ると信じています。
それは、現在、経済活動等のグローバル化は、もはや誰も止
めることが出来ないが、せめて、民族としてのアイデンティ
ティは守っていきたいものです。だが決して「昔に戻れ」と
言っているのではありません。遺伝子革命やデジタル化等
の新技術によって、人間と自然の新しい関係が生まれる夜
明けに今いるのだとしたら、両者を融合した新しい希望が
持てる社会への突破口がきっとあるのだと、若者達に伝え、
励ましたいと思っているこの頃です。

年6月1日から4日まで、シドニーで開催され、当地区
から13クラブ、29名（うち会員18名）参加しました。
7.東日本大震災義捐金につきましては、収入2,100千円、
支出2,999千円、残高4,761千円となっています。

　○金子ガバナーの報告
　本年度の地区運営方針、地区目標及び地区主要行事、
公式訪問予定一覧、地区指導者育成セミナー、地区大会、
IA、RAなどの地区内情報、2014-15年度ロータリー財団
地区補助金申請、グローバル補助金の状況報告、2014-
15年度危機管理委員会委員名簿、戦略計画委員会報告
がありました。

　○東ガバナーエレクトの報告
　2015-16年度の地区担当者名簿、同年度地区主要日程
（案）の説明がありました。
　なお、地区ガバナー指名委員会から、ガバナー指名委員会
の提案として、今後の地区ガバナーの選任について戦略計
画委員会で審議され、諮問委員会でも委員の方々から、ご意
見がありましたが、結論は出ませんでした。
　以上で報告を終ります。

の養成と向上心②他人に対しての思いやりと諭され、最後
にBoys, be ambitiousと励まされました。
　1日目の研修は、広島修道大学 准教授 西村 仁志先生の「旅
から拓かれる人生」と題し、前半は先生の生い立ち・歩みの
中での色々な旅・出会いを話され、その中でボランティアへ
の関わり・経験等を話されました。後半は、先生とインター
アクターとのディスカッション方式で、生徒が少し打ち解
ける為に、グループ内での自己紹介（4つのテーマに沿って）
を行い、その後に留学生（仏・英 韓国と中国×2）5名による、 
自己紹介（自国でのボランティア事情とそれの関わり）をし、
日本でのボランティアとの比較等を発表して頂き、最後に
日本の高校生へのメッセージと思いを話して終わりました。
その後、夕食・交歓会へと続き、楽しい夜があったと思います。
　2日目は、研修の講師の都合により、プログラムの順番が
入れ替わり、活動報告・閉会行事を行い、その後に研修と変
更となりました。指導者研修会報告を、山口県柳井商工高

2014-15年度 国際ロータリー第2710地区 青少年奉仕カウンセラー・パストガバナー　金子 信

2014-15年度 国際ロータリー第2710地区 地区代表幹事　髙橋 寛登

2014-15年度 国際ロータリー第2710地区 インターアクト委員長　藤井 好夫

青少年のための月間によせて

第1回諮問委員会の報告

第38回インターアクト地区大会報告

等学校インターアクトクラブ「国際理解・交流」より、国境
を超えた民俗・文化の勉強を、広島県清水ヶ丘高等学校イ
ンターアクトクラブ「手と目で つなげよう」より、講演「手
話と人との出会い」・手話の体験を報告して頂き、その後に
3月に韓国研修旅行の報告をまとめた、柳井商工高等学校イ
ンターアクトクラブの制作ビデオを発表して頂きました。
　閉会行事では、次年度担当校 長門高等学校の会長の決意
を聞きました。2日目の研修は、広島修道大学商学部 教授 澄
川 真幸先生の「マーケティング論は人々の『心』を読み解く
科学」－これがニューロマーケティング－と題し、インター
アクトクラブに集う皆さんがボランティアを再考する機会
の提供として、マーケティング論の基礎知識・手法を勉強し

ました。人が集まる・興味を示す事を研究（リサーチ）する、
その事が商品開発と販売に結べる、「足下を見つめ直して下
さい」、澄川ゼミナールでの手法が、今後のインターアクト
活動にボランティアに、どの様に生かされるか…。
　2日間の大会でしたが各校のインターアクターの皆様、初
めての交流でも他校の生徒・留学生にも堂々と接し、自分の
意見等が発表出来ていました。良い出会いが出来たと思い
今後を期待しています。
　最後になりましたが、お世話をして頂きました、担当校 

鈴峯女子高等学校の皆様・広島西RCの皆様、そして参加頂
きました各校インターアクトの皆様とスポンサー RCの皆様
本当に有難うございました。

国際大会開催日程 変更のおしらせ

2015年サンパウロ国際大会の開催日程が 2015年6月6日（土）～ 9日（火）に変更になりました。
詳しくは以下のURLをご参照ください。

■2015年ロータリー国際大会ウェブサイト
http://www.riconvention.org/ja/2014/Pages/saopaulo2015.aspx

■RIウェブサイト お知らせのページ
https://www.rotary.org/myrotary/ja/2015-s%C3%A3o-paulo-convention-dates-changed



GOVERNOR’S MONTHLY LETTER
2014-15 ROTARY INTERNATIONAL District 2710

4 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  Vol.3 5ガバナー月信  2014年 9月号

　グループ5は5つのクラブですので、5
年に一度岩国西クラブからもガバナー補

佐を出さねばなりません。今年はその年に当たるというこ
とで、パスト会長会議が開かれ、誰かの「藤本先生で如何で
しょう？」の一言で、反対なし、ロータリーにノーはなし、
で決まってしまいました。なにしろクラブ会長をしていた
2006～07年以来、ロータリーに関する勉強はしていない状

　今年度グループ1のガバナー補佐に就任

いたしました、川崎啓司と申します。何

せ初めての事で、行き届かない事が多々あると思いますが、

ロータリーの寛容の精神でご容赦いただきたいと思います。

　地区研修協議会で講演された廣畑パストガバナーの、奉

仕（サービス）とは仕え奉る事ではなく、相手の事を思う行

為であるという言葉に、奉仕のあり方を再考する良いヒン

トをいただいた気がします。
　2013年9月29日（日）のガバナー補佐会
議に出席し、金子克也ガバナーエレクト

（当時）からガバナー補佐の委嘱状が渡され、緊張の面持ち
でその承諾書に署名したことが今更のように思い出されます。
　その席上、ガバナー補佐の役割が、①地区レベルでの任
務を遂行すること、②指定されたクラブの管理運営に対し
てはガバナーを補佐する責務を担うこと、の2点であるこ
とを確認させて頂きました。
　ガバナー関係では、①ガバナーのクラブ公式訪問スケ
ジュールを調整する、②地区目標の設定を援助する、③ク
ラブの強みや弱みと目標に対するクラブの進捗情報をガバ

　この度グループ2ガバナー補佐の大役を

仰せつかりました、美祢ロータリークラブ

の小松一雄と申します。微力ではありますが皆様のご指導

とご支援を頂き責務を盡したいと思っております。

　ガバナー補佐の役割は皆様ご存じの通り、指定されたク

ラブの運営管理についてガバナーとクラブの連絡調整役、

すなわちパイプ役であります。この推進は各クラブの会長

幹事様を始め会員の皆様方のご協力が無くては実現できま

　グループ7のガバナー補佐として、「ロー
タリーに輝きを」、「奉仕を学びロータリー

を楽しもう」を具体的に実行するために、グループ7の皆様
が楽しくロータリー活動を出来るように応援します。
　私が広島東南RCの会長の時に、国際奉仕と新世代奉仕
（当時）に力を入れました。私達、広島東南RCとハワイの

　ガバナー補佐の任期がきました。今ま

でにRLIのデスカッションリーダーなどで

とても緊張していましたが、ガバナー補佐訪問日がやって

まいると、一段とプレッシャーです。

　何とかクラブ協議会を、つとめました。最初に、自分の

　本年度グループ8のガバナー補佐をお引
き受けすることになり、その任務の重大さ

に改めてプレッシャーを感じております。
　ロータリー歴は22年ですが、地区運営に携わった経験に乏
しく、また、ロータリーに関する知識も豊富とはいえません。
　したがって、ガバナー補佐としての私の唯一の仕事は、
各クラブと金子ガバナーの間のパイプ役の役割を果たすこ
とだと考えております。お互いの情報が適切に伝わるよう

　本年度グループ4のガバナー補佐を務め

ます光ロータリークラブの西本 聡士です。

　昨年9月よりガバナー補佐になる為のレクチャーを受け、

これは大変な役目だと改めて感じ、私のような不真面目な

会員でも務めることが出来るのか不安を感じています。た

だ、引受ました限りは全力を尽くすつもりでいます。

ガバナー補佐に就任して

グループ5 岩国西RC　藤本 俊文
ガバナー補佐就任挨拶

グループ1 下関中央RC　川崎 啓司

ガバナー補佐に就任して

グループ6 広島北RC　髙原 宏之

ガバナー補佐就任挨拶

グループ2 美祢RC　小松 一雄

ガバナー補佐就任挨拶

グループ7 広島東南RC　神辺 眞之
ガバナー補佐就任挨拶

グループ3 防府RC　渋谷 正

ガバナー補佐就任挨拶

グループ8 江田島RC　伊藤 富美雄
ガバナー補佐就任挨拶

グループ4 光RC　西本 聡士

況で、僅かな知識さえも忘却の彼方に置いてきた私に、はた
して補佐が務まるのか？疑問を持ちながら不安だらけの船
出であります。7月からクラブ協議会などの本番が始まりま
すが、すでに昨年秋から補佐会議・研修会・RLIのリーダー
などはスタートしています。補佐の仕事はガバナーと地区
内クラブのパイプ役と理解していますが、新品パイプでも水
漏れしたり、根詰まりしたりしないよう心がけたいと思い
ます。信条である「人がいて自分がある、その人のために出
来ることを」ですが、「ロータリーがあり自分がある（？？）、
そのロータリーのために出来ることを」で頑張ります。

　RIホァン会長の強調事項の1つロータリーデイの開催に

は、今までにない楽しみがあるように思います。初めての

事なので、実践に向けて大変だと思いますが、各クラブの特

色が顕著に出て、縦割の委員会枠を超えて、クラブが一体と

なるチャンスです。また、公共イメージと認知度の向上、会

員の増強につながっていくと思います。金子ガバナーの信

条が、奉仕を学びロータリーを楽しもうとあります。私自身、

奉仕を勉強し、ロータリーを楽しみ、各クラブと地区とのパ

イプ役、調整役の一助になれるよう、がんばってまいります。

皆様のご協力の程、宜しくお願い致します。

ナーに伝え、ガバナーと共に各クラブがロータリーの目的
推進のために活動をすることを助け、監督する、という3つ
の役割があります。
　地区関係では、①ガバナー補佐会議に出席する、②地区指
導者育成セミナーに参加する、③地区チーム研修セミナー
に参加する、③地区協議会、地区大会に参加する、④IMの企
画、運営を担当する、という役割もあります。
　2014年7月に始まったグループ6ガバナー補佐の職務を遂
行する上で、本年度一年を通してガバナー信条である「奉仕
を学び、ロータリーを楽しもう」に添い、併せて私自身の年
度初めの決意・所信を絶えず持ち続けて努めて参りたいと
存じますので、グループ6内各クラブの会員各位のご協力を
よろしくお願い申し上げます。

せんので、どうかよろしくお願い致します。

　本年度のゲイリー C･KホァンRI会長のテーマはLIGHT 

UP ROTARY『ロータリーに輝きを』また、当地区 金子克也

ガバナーの信条は『奉仕（Service）を学びロータリーを楽し

もう』であります。特に職業奉仕の学習と実践（新のロータ

リーの育成）、会員増強（各クラブ純増1名以上、純増達成地

区）と方針を揚げておられますので、各クラブに対しご協力

と推進をお願い致します。

　最後にクラブ協議会、ガバナー公式訪問、そしてIM等諸行

事が続きます。グループ2の皆様方の心からの応援をよろしく

お願い申し上げまして、就任のご挨拶と代えさせて頂きます。 パールハーバー RCとの姉妹縁組30年目でしたから、子供用
の本の交換と高校生の交流を行なおうとしたのですが、未
だ、高校生の交流は実現していません。
　戦恨を超え、ハワイと広島市のロータリークラブの姉妹
縁組ですから、「世界平和の象徴」として、これからも姉妹縁
組を続けていただきたいと思っています。
　来春、ハワイ（5000地区）の記念行事があり、ホァンRI会
長の居られる台湾の姉妹クラブの台中RCの60周年記念行事
がありますので、続いて国際奉仕に力を入れたいと思います。

所属しているクラブでの訪問で、立場を変えてみることが

できたのは、大変勉強にもなりました。水津防府RC会長は、

RI会長テーマ「ロータリーに輝きを」及び金子ガバナー信条

の「奉仕を学びロータリーを楽しもう！」をよく理解され、

防府ロータリーの会長方針を「会員の職業を学ぼう」とされ

ました。

　私は戦略計画の委員会の、3つの優先項目と16の目標につ

いて申し上げ将来のクラブ活性化のお願いをしました。 努めてまいりたいと思います。
　金子ガバナーの信条は「奉仕を学び、ロータリーを楽しも
う！」です。また、6項目の重点方針を掲げられておられます。
ガバナー方針を理解していただき、各クラブの自主性にお
任せした、身の丈に合った活動を、そしてそれに向かって最
善の努力を惜しまないようにしていければ良しと考えます。
　ゲイリー・ホァンRI会長のテーマは、“LIGHT UP  ROTARY”
「ロータリーに輝きを」です。このテーマのようにグループ
8の各クラブが益々輝きを増すことが出来ますよう、力不足
ではありますが、誠心誠意努めてまいりますので、皆様のご
支援ご協力をお願い申し上げます。

　ガバナー補佐の責務は色々ありますが、一番重要なのは

ガバナーと地区と各クラブのパイプ役だと思っています。

金子ガバナーは本年度のガバナー信条に「奉仕（Service）を

学び、ロータリーを楽しもう」を掲げておられます。この方

針を私自身十分に理解したうえで、各クラブの皆様にお伝

えし、皆様のご意見、ご要望をガバナーに報告出来る様この

1年頑張っていこうと思っております。浅学菲才のガバナー

補佐ではございますが、どうかロータリアンの寛容と友情

の心でお付き合い頂きたくお願い申し上げます。

ガバナー補佐就任ご挨拶
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　本年度グループ9のガバナー補佐に就任い

たしました広島空港ロータリークラブの森崎

正治です。私には大役すぎると思いましたが、推薦された以上

やらねばならないと引き受けました。

　昨年9月より何度かガバナー補佐会議で研修を受け、次にRLI

のディスカッション・リーダーとしての研修を受ける内に、徐々

にガバナー補佐の仕事への理解を深めて参りました。やはり大

　本年度グループ10のガバナー補佐を仰せ

つかりました、福山丸之内ロータリークラブ

の後藤道幸と申します。グループ10は福山、府中、福山東、鞆

の浦、福山丸之内、福山ロータリー Eクラブ2710の6クラブで

構成されております。

　昨年9月の第1回ガバナー補佐会議から数回の会議・研修を

　本年度、グループ11を担当いたします福山

北RCの藤井 強と申します。

　「手続要覧」によれば、ガバナー補佐の選出基準、5つの要件

のうち、ガバナー補佐としての能力があるか、卓越した業績を

あげているか、将来のリーダーとして有望であるか、の要件が

あることも知らず、うかつにもガバナー補佐を受諾いたしまし

た。このような能力不足の私ですが、この一年、皆様とともに

学び、一つでも要件を充足したいと思います。

　近年のRIの活動方針は、RIが設立したロータリー財団の活

　2014-15年度グループ12のガバナー補佐に、

何の因縁か就任することと成りました東城

ロータリークラブの谷 壯一郎です。

　思い起こせば三次青年会議所会員在籍中の平成五年の春、時

に三八歳の思慮浅き田舎の一青年が、東城ロータリークラブ

チャーターメンバーで有った先代逝去にともない、何の疑問を

抱く事無く言われるままにクラブ会員に成ったのが運の尽き。

爾来二十余年あまりのロータリー渡世、付かず離れず自助努力

を重ねてまいりましたが、よもや還暦を迎える本年度にガバ

ナー補佐までやろうとは、「何かの間違いでは？」と叫びたい衝

ガバナー補佐就任挨拶

グループ9 広島空港RC　森崎 正治

ガバナー補佐就任の挨拶

グループ10 福山丸之内RC　後藤 道幸

ガバナー補佐就任挨拶

グループ11 福山北RC　藤井 強

ガバナー補佐就任挨拶

グループ12 東城RC　谷 壯一郎

変な任務だなと思うと同時に、金子ガバナーや他のガバナー補

佐の皆さんと接して、頑張ろうという意欲も湧いて来ました。

　任期が近付いたところで、クラブ訪問を始めさせて頂きました

が、それぞれのクラブで温かく迎えてもらい感激いたしました。

　本年度、金子ガバナーは信条として「奉仕を学び、ロータリー

を楽しもう！」を掲げられており、かつ「職業奉仕の学習と実践」

など6つの重点方針を立てておられます。ガバナーの方針をク

ラブに伝え、クラブの皆さんの意見をガバナーに報告するとい

うガバナー補佐としての務めを果たして参りたいと思っており

ますので、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

経て、RLIのディスカッションリーダーも務める等、すでに昨年

度からガバナー補佐としての職務はスタートしており、現在は

ガバナー公式訪問の真っ最中でございます。

　ガバナー補佐の役割は、クラブと最も頻繁に連絡を取り合う地区

指導者として、クラブと地区、および国際ロータリーとの間のパイ

プ役を果たすことです。大役ではございますが幸いなことに金子ガ

バナー信条は「奉仕を学び、ロータリーを楽しもう！」です。福山の

地で開催されます地区大会やIM等を通じて、皆様と一緒に学び楽

しみたいと思います。ご支援ご協力のほど、よろしくお願い致します。

動方針がロータリー活動の主力となっているとの疑問を呈して

おられる者もおり（「ロータリーの友」平成25年12月号）また、

2700地区パストガバナー廣畑富雄氏は、ロータリーの本質であ

る「職業奉仕」が軽視され、その結果が会員の減少の一因である

とも主張されています。

　2014-15年度金子ガバナーは、重点運営方針の第一番に「職業奉

仕の学習と実践」を掲げられています。このことは、ガバナーが地

区内のロータリアンに対してロータリーの原点に立ち返って、サー

ビス（奉仕）の心を改めて学び、実践しロータリアン一人ひとりが

その地域で輝やかなければならないとの強い意志を感じています。

　皆さんと共に学び、地区レベルでの任務を遂行してまいりた

いと思います。よろしくお願いいたします。

動を禁じ得ません。元より薄学非才の身、その任に非ずとは本

人が一番良く理解しております。

　にもかかわらず、容赦なくRLIではDLを努めねば成らぬのを

始めとし、あれやこれやetcに世の無常を痛感して居る昨今です。

ディスカッションに参加された会員諸兄も大変だったろうと慚

愧に堪えません。でもその課程で、不勉強ながら『教えるとは、

希望を語る事。学ぶとは、誠実を胸に刻む事。』で良いんだと実

感する事を体験しました。一年間、共に希望を語りに、誠実を

胸に刻みにメッセンジャーとして例会にお邪魔いたしますので

宜しくお引き回し願います。

　とは申せ、グループ12会員諸兄には多大のご迷惑をお掛けす

る事と成ろうと確信しております。何卒、層一層のご指導ご鞭

撻の程、よろしく御願い申し上げます。

国際ロータリー第2710地区 2014-15年度　74RCの会員増減・出席率  2014年 7月度

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

出席率（％） 会員数

当月 平均 年度初
（7/1）

当 月 本年度

末日 内女性 入会者 退会者 増減

グ
ル
ー
プ
１

長 門 4 93.41 93.41 29 29 4 0 0 0

下 関 3 82.98 82.98 47 48 2 1 0 1

下関中央 4 83.33 83.33 28 28 4 0 0 0

下 関 東 4 78.9 78.9 47 49 0 2 0 2

下 関 北 5 93.64 93.64 41 41 0 0 0 0

下 関 西 5 86.11 86.11 35 36 1 1 0 1

油 谷 湾 5 98.18 98.18 11 10 0 0 1 -1

計 88.08 88.08 238 241 11 4 1 3

グ
ル
ー
プ
２

萩 5 95.85 95.85 52 52 0 0 0 0

萩 東 5 99.09 99.09 21 22 0 1 0 1

美 祢 4 75.93 75.93 23 24 0 1 0 1

小 野 田 5 87.8 87.8 41 41 2 0 0 0

宇 部 4 89.87 89.87 49 49 2 0 0 0

宇 部 東 4 72.92 72.92 14 14 2 0 0 0

宇 部 西 4 95.42 95.42 49 50 1 1 0 1

計 88.13 88.13 249 252 7 3 0 3

グ
ル
ー
プ
３

防 府 4 90.69 90.69 50 51 0 1 0 1

防 府 北 3 85.96 85.96 19 19 2 0 0 0

防 府 南 4 93.75 93.75 36 37 9 1 0 1

山 口 5 92.83 92.83 55 59 4 4 0 4

山口県央 4 90.18 90.18 36 37 1 1 0 1

山 口 南 4 89.7 89.7 39 39 4 0 0 0

計 90.52 90.52 235 242 20 7 0 7

グ
ル
ー
プ
４

光 3 97.62 97.62 45 46 0 1 0 1

周 南 西 4 98.94 98.94 46 49 5 3 0 3

徳 山 5 93.47 93.47 50 52 1 2 0 2

徳山セントラル 0 96.55 96.55 28 29 1 1 0 1

徳 山 東 5 95.95 95.95 52 51 0 1 2 -1

計 96.51 96.51 221 227 7 8 2 6

グ
ル
ー
プ
５

岩 国 4 81.49 81.49 61 65 0 4 0 4

岩国中央 5 91.79 91.79 38 40 3 2 0 2

岩 国 西 4 90.31 90.31 55 54 3 0 1 -1

柳 井 5 100 100 34 34 2 0 0 0

柳 井 西 5 95.65 95.65 28 28 2 0 0 0

計 91.85 91.85 216 221 10 6 1 5

グ
ル
ー
プ
６

広 島 5 99.28 99.28 114 117 0 4 1 3

広島安芸 4 98.61 98.61 39 39 2 0 0 0

広島安佐 5 95.24 95.24 19 21 1 2 0 2

広 島 東 4 99.13 99.13 89 91 4 2 0 2

広 島 北 5 100 100 81 85 0 4 0 4

広島陵北 4 98.2 98.2 55 56 3 1 0 1

大 竹 5 85.74 85.74 31 31 0 0 0 0

計 96.6 96.6 428 440 10 13 1 12

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

出席率（％） 会員数

当月 平均 年度初
（7/1）

当 月 本年度

末日 内女性 入会者 退会者 増減

グ
ル
ー
プ
７

広島中央 3 100 100 72 72 8 0 0 0

広島廿日市 3 89.19 89.19 37 37 1 0 0 0

広島城南 4 98.25 98.25 57 57 3 0 0 0

広 島 南 4 100 100 88 91 0 3 0 3

広島東南 3 100 100 86 89 11 3 0 3

広島西南 4 100 100 62 62 4 0 0 0

広 島 西 5 100 100 75 74 0 0 1 -1

計 98.21 98.21 477 482 27 6 1 5

グ
ル
ー
プ
８

江 田 島 4 94.74 94.74 19 19 0 0 0 0

東 広 島 5 100 100 31 31 2 0 0 0

東広島21 4 76.39 76.39 18 18 5 0 0 0

呉 5 94.34 94.34 68 71 1 3 0 3

呉 東 5 97.04 97.04 28 28 0 0 0 0

呉 南 4 86.13 86.13 56 57 4 1 0 1

西 条 5 100 100 39 40 1 1 0 1

計 92.66 92.66 259 264 13 5 0 5

グ
ル
ー
プ
９

広島空港 4 86.9 86.9 22 22 3 0 0 0

因 島 4 92.92 92.92 26 26 1 0 0 0

三 原 5 93.23 93.23 64 64 2 0 0 0

尾 道 4 85.57 85.57 71 72 3 1 0 1

尾 道 東 5 88.38 88.38 51 51 0 0 0 0

瀬 戸 田 4 85.7 85.7 7 7 0 0 0 0

竹 原 4 91.22 91.22 36 37 4 1 0 1

計 89.13 89.13 277 279 13 2 0 2

グ
ル
ー
プ
１０

府 中 3 89.28 89.28 32 32 0 0 0 0

福 山 3 95.07 95.07 83 83 0 1 1 0

福 山 東 5 94.04 94.04 49 49 3 0 0 0

福山丸之内 3 96.97 96.97 33 33 1 0 0 0

鞆 の 浦 5 85.83 85.83 23 24 0 1 0 1

福山REC2710 3 98.72 98.72 26 26 4 0 0 0

計 93.32 93.32 246 247 8 2 1 1

グ
ル
ー
プ
１１

福山赤坂 3 81.19 81.19 43 43 4 0 0 0

福 山 北 4 87.95 87.95 48 49 0 1 0 1

福 山 南 5 83.56 83.56 60 61 2 2 1 1

福 山 西 5 93.18 93.18 44 43 3 0 1 -1

松 永 3 93.17 93.17 49 49 2 0 0 0

計 87.81 87.81 244 245 11 3 2 1

グ
ル
ー
プ
１２

吉 舎 5 100 100 17 17 0 0 0 0

三 次 5 83.86 83.86 39 40 0 1 0 1

三次中央 3 92.35 92.35 44 44 5 1 1 0

庄 原 4 92.27 92.27 33 34 4 1 0 1

東 城 5 97 97 19 20 1 1 0 1

計 93.1 93.1 152 155 10 4 1 3

第2710地区計 92 92 3242 3295 147 63 10 53
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新入会員紹介

国際ロータリー
第 2710地区 事務局

〒732-0822　広島市南区松原町 1-5 ホテルグランヴィア広島 6F
TEL：082-506-0055　FAX：082-263-2323　E-mail：info@ri2710.com　URL：http://ri2710.com/

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万4千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は
勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、
一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

文庫
通信
323号

■ロータリー情報

［上記申込先：ロータリー文庫］

当今世相四つのテスト 佐藤　千壽 1998 43p 徳山西R.C.
「職業奉仕を強調したロータリーの認知度を向上させる広報活動」
プロジェクトについてのアンケート結果に対する考察 大之木精二 2013 6p （D.2710地区活動報告書）

職業奉仕とこれからの国際奉仕のあり方 横田　盛廣 2014 5p （D.2600下伊那グループIM＆会員セミナー報告書）
ロータリーは人づくり、自分づくり 小林　完治 2014 4p （D.2690地区大会記念誌）
人格と生産性 大迫　三郎 2014 1p （D.2730月信）
奉仕は他者のため？自分のため？ 本田　博己 2014 3p （D.2840月信）
公共イメージと認知度の向上 二神　典子 2014 12p （D.2510地区大会記録誌）
なぜ、今、公共イメージの向上が必要なのか（フォーラム） 酒井　正人 2014 20p（D.2510地区大会記録誌）
ロータリークラブの会長とは　その１･２ 深川　純一 2005 2p （純ちゃんのコーナーPart Ⅳ）
ロータリークラブの幹事とは　その１～４ 深川　純一 2005 4p （純ちゃんのコーナーPart Ⅳ）

坂井  律子
山口RC

2014年7月2日
全国放送

百合野 士郎
岩国RC

2014年7月24日
電気工事

百田  和之
広島東RC
2014年7月2日
ホテル

田村  和典
呉RC

2014年7月31日
ガス供給

椙山  一生
山口RC

2014年7月23日
信用金庫

岡村  吉隆
岩国RC

2014年7月24日
放送

山内  将
広島城南RC
2014年6月6日
飲食店経営

田北  邦保
呉南RC

2014年7月1日
保育園

吉富  哲雄
山口RC

2014年7月23日
電気事業

鈴木  義治
岩国RC

2014年7月24日
金属加工業（製缶）

岡田  伸朗
広島南RC

2014年7月11日
パン製造・販売

内藤  暁
西条RC

2014年7月31日
電気事業

潮崎  浩則
山口RC

2014年7月30日
電気通信業

濱沖  賢
岩国RC

2014年7月3日
製紙工業（洋紙製造）

田中  輝久
広島南RC

2014年7月18日
総合商社

澤田  昌文
尾道RC

2014年7月4日
都市行政

斎藤  英之
下関RC

2014年7月28日
電力供給

寺崎  益朗
光RC

2014年7月7日
保険代理業

松川  卓司
岩国中央RC
2014年7月2日
呉服販売

麓  勉
広島南RC

2014年7月18日
建築コンサルタント

富永  嘉文
尾道東RC

2014年6月17日
都市行政

栄田  昭徳
下関東RC

2014年7月24日
信用金庫

藤井  秀尚
周南西RC
2014年7月2日
石油販売

井上  哲也
岩国中央RC
2014年7月2日
土地家屋調査士

今井  廣志
広島東南RC
2014年7月7日
貨物自動車運輸

板場  英行
竹原RC

2014年7月3日
リハビリテーション

染谷  健二
下関西RC
2014年7月2日
証券業

原田  康宏
周南西RC
2014年7月2日
清酒醸造

岸  宏樹
広島RC

2014年7月8日
証券引受

角本  実香
広島東南RC
2014年7月28日
経営コンサルタント

石川  晃
福山RC

2014年7月28日
電話事業

谷  輝幸
萩東RC

2014年7月2日
電気・水道・通信工事

金岡  泰成
周南西RC

2014年7月15日
産業廃棄物処理

國代  竜一
広島RC

2014年7月8日
海上保険

中脇  令子
広島東南RC
2014年7月28日
建築・土木資材販売

境  幹男
福山北RC
2014年7月4日

塾

花木  基治
美祢RC

2014年7月8日
電子部品製造

大寺  宏典
徳山RC

2014年7月3日
旅行業

小林  泰雄
広島RC

2014年7月18日
海上保険

織田  真澄
東広島21RC
2014年3月17日
不動産業

塚本  竜也
福山南RC
2014年7月3日
飲食店

古閑  謙士
防府RC

2014年7月1日
税理士

野村  収
徳山RC

2014年7月10日
住宅産業

四俵  昭雄
広島RC

2014年7月18日
工作機械製造

冷田  薫
呉RC

2014年7月10日
紙製業

本瓦  誠
福山南RC
2014年7月3日
造船業

粟屋  光江
防府南RC
2014年7月3日
私立高校教育

宇多川 剛彦
徳山セントラルRC
2014年7月7日
精油製品販売

赤木  聰之
広島東RC
2014年7月2日
通関業

須田  芳之
呉RC

2014年7月24日
電力供給

川戸  喜荘
三次中央RC
2014年7月7日
信用金庫

ガバナー月信vol.2（8月号）P8「新入会員紹介」において、以下の会員のお写真を入れ違えて掲載しておりました。
訂正してお詫び申し上げます。

下関西RC　染谷 健二 様　　尾道東RC　富永 嘉文 様
お詫びと
訂 正
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